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静岡県の
新型コロナウイルス感染症者

発生・入院等の状況
（2023年4月14日時点）

静岡県健康福祉部　新型コロナ対策 企画課 & 推進課



静岡県 直近１か月の新型コロナ新規感染者数の状況《4/14時点》
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静岡県の新型コロナ新規感染者数と簡易実効再生産数（2022.7/1～2023.4/14）

（人）（人）

国立感染症研究所の報告に基づき、簡易実効再生産数を直近7日間の新規感染者数/（世代時間）日前7日間の新規感染者数とし、世代時間をオミクロン株で2日間として計算した
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• 実効再生産数は、1月19日
以降、ほとんど１未満が続
いていたが、3月下旬以降１
以上の日が増えてきた

第７波(BA.5) 第８波(BA.5)
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8月24日
第７波Max

７,９６９

8月24日
第７波Max

６,１６２

10月12日
第７-８波間
底値６９１

1月12日
第８波Max

７,２１２

1月7日
第８波Max

９,４７５
（人）

2月5,8日
第６波Max

２,０６６

2月10日
第６波Max

１,７３５

6月22日
第６-７波間

底値２１７

静岡県 第６波以降 オミクロン株感染者の状況（2022.1/1～2023.4/14）

4月14日
164

第６波(BA.1/2) 第７波(BA.5) 第８波(BA.5)

• 第8波後の
底値は、第
6-7波間
の底値より
も低い

1月13日

157

4月5日
第８波後

底値141



静岡県 保健所管内別 １週間人口10万人あたりコロナ陽性者数（2022.9/30～2023.4/13）
（人口はR4年10月1日の推計人口）
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（人/週/人口10万人）
（下田、東伊豆、河津、南伊豆、松崎、西伊豆）　　　　（熱海、伊東）　

　　　（富士、富士宮）

（沼津、三島、裾野、伊豆、伊豆の国、函南、清水、長泉）　　（御殿場、小山）　　

島田、焼津、藤枝
牧之原、吉田、川根本

磐田、掛川、袋井、御前崎
菊川、湖西、森　　

• 医療機関での陽性判明者
は医療機関所在地で、自己
検査陽性者は住所地で、保
健所管内ごとに集計

• 直近では、賀茂、西部、浜松
市保健所で減少、他の保健
所では増加



静岡県 コロナ受入病院 入院患者重症度別推移(2022.1/1～2023.4/14)

44
2710

0,0%

10.4%

423/2

2月20日
Max 445人
Max 68.1%

6月27日
Min 24人
Min 3.9%

• 入院患者数は11
月以降増加し１
月半ばから下降

• 入院患者の約６
割が軽症者

8月6日
Max 84.7%

8月9日
Max 800人

7

2月4，5日
Max 7人

Max 16.7%

8月16日
Max 14人
Max 31.8%

1月22日
Max 20人
Max 36.4%

1月16日
Max 1,042人
Max 82.7% 
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静岡県の直近の年齢別感染者数・割合（4/7～13）

全1142人
（+147人)

（+-○○人, +-□%）
は前週との増減

政令市を含む全県

• 40歳代と50歳代の
割合が最も多く、
16％

• 割合が増加したのは、
30歳代と50歳代

• 人数は70歳以上を除
く全ての年代で増加

• ６０歳以上は２4％で
前週より3ﾎﾟｲﾝﾄ減少
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（+1人,-1%）

（+30人,±0%）

（±0人,-3%）

（+16人,±0%）

（+32人,+1%）
（+41人,+2%）

（+15人,±0%）

（+12人,±0%）



静岡県 年代別人口10万人あたり週感染者数【拡大】（2023.2/10～4/13)
政令市を含む全県
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（人/週/人口10万）
•年代別人口あたり感染者数は、
10歳未満と70歳以上以外の
年代で微増



• 国立感染症研究所が、中
和抗体からの逃避や感染
者数増加の優位性が示
唆される亜系統として動
向を注視する必要がある
としたオミクロン株の系
統※の検出状況を示す

• 上述の系統に属する亜系
統が、直近の週に県全体
で計11検体（50.0％）検
出された

• なお、検体採取は結果が
判明した週の約２週前

 ※ BA.2.75系統、BA.4.6系統
　　XBB系統、BQ.1系統、
　　BS.1系統

静岡県 オミクロン株 感染者数増加が示唆される亜系統の状況（2022.11/25～2023.4/13） 

12月8日までは政令市を除く県所管地域
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（VRS；ワクチン接種記録システムより）
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政令市を含む全県

• １,２回目接種が最盛期の2021年８～９月の
土曜日には１日５万人以上が接種していた

• 直近は多い金・土曜日でも１日700人程度

静岡県 コロナワクチン日別接種状況 （2021.2/19～2023.4/10） 

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
（接種人数/日）



・県の３回接種率を全国と比べると、60～64歳を除いて全国より高い（０.２～４.８ﾎﾟｲﾝﾄ高い）
・県の年代別３回接種率は、全ての年代でほとんど上昇していない

県と国 コロナワクチン２,３回目年代別接種率 （4/10時点） 

（VRS；ワクチン接種記録システムより）

P11

３回接種率
２回接種率

８６.8％

９７.5％

９７.４％

緑数字は静岡県の

９２.１％

８３.1％

７７.7％７5.0％６７.2％

６３.５％

政令市を含む全県

（％）

４6.0％

（±0%） （+0.1%） （±0%）

（±0%）

（+0.X%は前週からの増加）

（±0%）

（±0%）

（+0.1%）6７.６％

（±0%）

（+0.1%）

（+0.1%）

（±0%）

（±0%）



県と国 コロナワクチン２～５回目年代別接種率 （4/10時点） 

（VRS；ワクチン接種記録システムより）
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政令市を含む全県

（+0.X%は前週からの増加）

（±0%）

（±0%）

（±0%）（±0%）

（±0%）

（+0.1%）

（±0%）
（±0%）

• ６０歳以上の４,５回目接種率は全
国平均より0.2～０.3ﾎﾟｲﾝﾄ低い

• 全年代で５目接種率の増加はなく、
４回目は0.1％の増加のみ

（±0%）

（±0%）

（+0.1%）

（±0%）



県と国 オミクロン株対応２価ワクチン年代別接種率 （4/10時点） 

P13

政令市を含む全県

接種率の分母
は初回接種の

完了者数

（VRS；ワクチン接種記録システムより）
• 県のオミクロン対応２価ワクチンの接種

率は、６５歳以上が高く80.0（前週から
＋０.1％）で全年代では５6.1％（＋
０.1％、約3,0００人が接種）

• 県のオミクロン株対応２価ワクチンの接
種者数は、約１６7万人



静岡県 週ごとに公表された新型コロナ陽性死亡者数(2020.2～2023.4)

（人）
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政令市を含む全県

• 2022年以降の週間死亡公表者
数は、それ以前に比べて急増

• 2022年10月以降の第８波では、
１月に比べ２月以降の死亡者
は減少し、第６波と同程度

9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（死亡公表者数※）

( 41人)
(168人)
(734人)
(461人,第14週 4月9日まで)

※第1週は1月1日から始まるとは
限らないので、1月1日からの公
表死亡者数の集計値ではない



静岡市両替町の人流の状況 （4/12時点） 
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静岡市両替町の21時の人流は、最
近上昇中で、2021年7月1日を
100とすると、4月1２日までの1週
間は平均1２３で、4月に入り急減



静岡県 感染者・入院者数等指標とレベル分類の推移（2022.1/1～2023.4/13）
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左軸

右軸

マーカーの
無い時期は
調査せず

• 3月29日以降、
1週間平均入院
患者数の前週
比と1週間新規
感染者数の前
週比が１を超
えることあり



静岡県 感染者・入院者数と感受性県民、人出、流行株感染力の推移（2022.1/3～2023.4/10）
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左軸

右軸

• 感染しやすい県民割合は増加し、人出高止まりし、感染再拡大直
前レベルに達しているので、近々感染再拡大が始まる可能性あり

※BA.2を1.3，BA.5を1.7、BQ.1等を2.0と仮定

感染再拡大直前
レベルのゾーン感染再拡大直前

の週（第７波）



今季のインフルエンザの流行状況（4/3～9 第14週時点） 
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《週ごとの全国定点医療機関からの届出件数（2017～2023年）》

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
（週数）

（厚生労働省　感染症発生動向調査より）

• 2017-18、2018-19シーズンは大きな流行

• 2019-20シーズンは、2020年１月からコロ
ナの感染対策が始まったため流行は拡大
せず漸減

• 2020-21シーズンと、2021-22シーズンは、
明らかな流行は認められなかった

• 2022-23シーズンの全国定点あたり報告数
は11月以降増加し第50週1.24で流行期に
入り、第6週12.91がピークで第9週まで漸
減し第10週11.10と再上昇、第14週2.77

• 本県は第51週(12/19～25)が1.00で流行期
に入り、第10週(3/6～12)が5.96で今季最
高値。第14週(4/3～9)は1.33まで減少

（件数）



今季のインフルエンザの流行状況（4/3～9 第14週時点）【拡大】 
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《週ごとの全国定点医療機関からの届出件数（2017～2023年）》

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
（週数）

（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）
（件数） 定点当り報告数

   全国     2.77
  東京都　 2.32
　神奈川県 1.94
　愛知県　 4.14
　長野県　 1.55
　山梨県　 1.98
　静岡県　 1.33
　大阪府   1.16
　京都府   1.48
  沖縄県　 2.38

今季の静岡県内型別報告
 Ａ型3183件(97%),Ｂ型81件



静岡県の保健所管内別 １週間のインフルエンザ感染者 定点医療機関からの報告数（2022.10/10～2023.4/9）
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（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

定点医療機関からの
１週間の報告数平均

（下田、東伊豆、河津、南伊豆、松崎、西伊豆）　　　　（熱海、伊東）　

　（富士、富士宮）

• １週間の定点医療機関から
の報告数の平均が、１以上
で流行開始、10以上で注意
報、30以上で警報

• 東部保健所と熱海保健所で
微増、その他の保健所では
前週と比べ感染者報告数が
減少した

　（沼津、三島、裾野、伊豆、伊豆の国、函南、清水、長泉）　（御殿場、小山）　　

（島田、焼津、藤枝、牧之原、吉田、川根本）　　（磐田、掛川、袋井、御前崎、菊川、湖西、森）　　



静岡県　新型コロナとインフルエンザの同時流行の状況（2022.10/10～2023.4/9）
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インフルエンザ流行期（定点あたり１以上、推計1000人以上）

•新型コロナとインフルエン
ザの感染者の推計比率は、
第9週からインフルエンザ
が逆転し、直近第14週は

 1,000：1,300＝約 3：4

（人数）



今週の評価レベル分類と医療ひっ迫の状況 

区　分　
県専門家会議

今週(4月13日)の判断

[1] 評価
レベル

で維持

[2] 医療
ひっ迫

コロナ受入病床は、県全体で病床使用率　
10％を切り、ひっ迫はしていません。

発熱外来は、ひっ迫はしていません。 P22



マスク着用を推奨する4場面

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

① ②

③混雑している
電車・バス
の車内

④重症化リスク
のある人が,
コロナ流行時に
人混みに行く時　


